
 

 

 
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
で
、
子
ど

も
の
貧
困
が
い
っ
そ
う
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、
子
育
て

は
、
保
護
者
の
自
己
責
任
で
は
な

く
、
社
会
全
体
で
担
う
べ
き
で
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
国
も
自
治
体
も
格

差
と
貧
困
が
、
子
ど
も
の
成
長
や

学
び
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

な
十
分
な
子
育
て
支
援
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

以
下
、
私
の
代
表
質
問
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
を
ご
紹
介
し

ま
す
。(

質
問
・
答
弁
と
も
要
旨) 

子
ど
も
の
権
利
条
約
は
、
「
生

き
る
権
利
」、「
育
つ
権
利
」、「
守

ら
れ
る
権
利
」、「
参
加
す
る
権
利
」

の
保
障
を
求
め
て
お
り
、
わ
が
党

区
議
団
は
本
定
例
会
に
、
「
渋
谷

区
こ
ど
も
条
例
」
を
提
案
し
て
い

ま
す
。 

就
学
援
助
に
つ
い
て 

教
育
費
の
負
担
は
重
く
、
文
部

科
学
省
の
調
査
で
は
、
全
国
平
均

で
公
立
小
学
校
が
年
間
32
万
円

余
、
中
学
校
が
49
万
円
弱
で
す
。

学
用
品
や
給
食
費
な
ど
を
補
助

す
る
就
学
援
助
の
拡
大
が
必
要

で
す
。 

本
区
の
就
学
援
助
の
２
０
２

０
年
度
の
認
定
率
は
、
小
学
校

14

.6
％
、中
学
校
26

.2
％
で
す
。

認
定
基
準
は
生
活
保
護
基
準
の

１
．
２
倍
で
、
小
学
生
と
中
学
生

の
子
ど
も
が
い
る
40
歳
代
夫
婦

の
基
準
額
は
年
間
３
８
１
万
６

０
０
０
円
以
下
で
す
。 

世
田
谷
区
で
は
対
象
を
生
活

保
護
基
準
の
１
．
４
倍
、
給
食
費

だ
け
補
助
す
る
基
準
を
１
．

８
倍
ま
で
拡
大
し
た
こ
と

で
、
利
用
者
は
２
．
９
倍
に

増
え
、
小
中
学
生
の
３
割
が

受
給
し
て
い
ま
す
。
新
入
学

学
用
品
費
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申

請
で
き
ま
す
。 

本
区
で
も
、
就
学
援
助
認
定
基

準
を
生
活
保
護
の
１
．
５
倍
に
引

き
上
げ
、
年
収
５
７
２
万
４
０
０

０
円
以
下
ま
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
認

め
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
新
入
学

学
用
品
費
の
支
給
額
は
、
要
保
護

基
準
ま
で
引
き
上
げ
、
小
学
校
の

基
準
額
は
５
歳
児
で
な
く
６
歳

児
の
基
準
額
に
す
べ
き
で
す
。
区

長
に
伺
い
ま
す
。 

学
校
給
食
に
つ
い

て 

学
校
給
食
は
食

育
で
あ
り
、
義
務
教

育
無
償
の
原
則
か

ら
、
本
来
無
償
に
す

べ
き
で
す
が
、
渋
谷

区
の
学
校
給
食
費

は
、
中
学
生
で
年
間

６
万
５
，
２
３
４
円

で
す
。
東
京
都
の
調

査
で
は
、
学
校
教
育

の
保
護
者
負
担
に

占
め
る
給
食
費
の

割

合

は

小

学

校

７５

％

、

中

学

校

６２
％
で
あ
り
、
無
償

化
は
最
大
の
子
育

て
支
援
で
す
。
現
在
、

小
中
学
校
の
給
食 
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高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
強
化
求
め
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を
無
償
に
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全
国
で
完
全
実

施
82
、
一
部
実
施
４
２
４
へ
と
急
速
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
貧
困
が
広
が
る
今
こ
そ
、

学
校
給
食
無
償
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。
わ
が

党
区
議
団
の
試
算
で
は
、
約
４
億
２
千
万
円
で
実

現
で
き
ま
す
。
当
面
、
世
田
谷
区
の
よ
う
に
、
就

学
援
助
の
準
要
保
護
基
準
を
拡
大
し
て
給
食
費
を

助
成
す
べ
き
で
す
。
区
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。 

子
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
ま
で
の
無
料
化 

長
年
に
わ
た
る
保
護
者
や
都
民
の
願
い
と
運
動

で
、
東
京
都
は
２
０
２
３
年
度
か
ら
、
子
ど
も
医

療
費
の
無
料
化
を
高
校
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
し

か
し
、
自
己
負
担
を
設
定
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
保
護
者
か
ら
、
完
全
無
料
化
を
求
め
る
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

都
に
対
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
、

所
得
制
限
や
自
己
負
担
な
く
早
急
に
実
施
す
る
よ

う
求
め
、
区
と
し
て
も
新
年
度
か
ら
現
行
の
子
ど

も
医
療
費
無
料
制
度
を
高
校
生
ま
で
拡
大
す
べ
き

で
す
。
わ
が
党
区
議
団
の
試
算
で
は
、
６
５
０
０

万
円
で
10
月
か
ら
実
施
で
き
ま
す
。
区
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。 

区
長
答
弁 

 

●
本
区
で
は
、
就
学
援
助
世
帯
の
所
得
基
準
を
生

活
保
護
世
帯
の
１
．
２
倍
と
し
て
い
る
。
23
区
で

も
、
お
お
む
ね
同
程
度
の
基
準
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
現
行
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。
学
校
を
経
由

し
て
確
実
に
申
請
書
を
回
収
す
る
必
要
が
あ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
考
え
て
い
な
い
。
新
入
学
学

用
品
費
の
支
給
認
定
に
係
る
年
齢
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
世
帯
に
よ
り
認
定
へ
の
影
響
が
異
な
る

状
況
を
踏
ま
え
、
現
行
を
維
持
す
る
。 

●
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
経
済
的
支
援

が
必
要
な
世
帯
へ
は
、
就
学
援
助
に
よ
り
給
食
費

を
支
給
し
て
い
る
。 

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
「
慎
重
に

検
討
す
る
」(

他
議
員
へ
の
答
弁
よ
り)

。 

ロシアのウクライナ侵略への抗議決議に続き 

渋谷区議会・全会派一致で 

ロシアによる核兵器の使用と威
嚇の中止を求める決議を議決へ 

３月２２日の区議会幹事長会は、「ロシア政府に対して核兵器

の使用と威嚇を中止することを求める意見書(案)」の本会議での

議決を全会派一致で決めました。決議案は、25 日の本会議で議

決される予定です。 

 日本共産党区議団は、今定例会の幹事長会に、「核兵器の廃絶・

使用禁止を国際社会に訴えることを求める意見書(案)」を提出し

ましたが、協議の結果、この意見書を修正してロシア政府に対す

る決議とすることで一致しました。(以下、決議案) 

 

ロシア政府に対し核兵器の使用と威嚇を 

中止することを求める決議 (案) 

 

ロシアによるウクライナへの軍事侵略と核兵器使用の示唆に

よって、世界は深刻な核戦争の脅威にさらされている。ロシアは、

通常兵器による反撃などに対しても、核兵器を使用すると言及し

ており、核戦争に発展しかねない危険な事態である。 

プーチン大統領が、核戦力の特別警戒態勢命令を発令し世界を

恫喝していることは、国連憲章に違反する暴挙である。 

我が国は、原爆投下の惨状を身をもって体験した国として、再

び広島、長崎の惨禍を繰り返さないために、ロシアによる核兵器

の使用や威嚇は絶対に許さない。 

よって渋谷区議会は、ロシア政府に対して、ウクライナからの

即時撤退と核兵器の使用や核兵器による威嚇をやめるよう強く

求める。 

以上、決議する。              渋谷区議会 

http://tmasayan.exblog.jp/

